
週間国際経済2017（20） №105  06/19～０６/25    金俊行（きむじゅねん） 

 

06/19・仏下院選、マクロン新党大勝 約6割の議席獲得 投票率最低、白票1割 

    EU再び結束なるか 仏独の主導カギ 反グローバル台頭なお懸念 

  ・内閣支持率急落49％ 加計説明「納得できぬ」75％ ＜１＞ 

    前回調査から７ポイント下落 安保法制国会後2015年秋以来の50％割れ 

  ・貿易収支4か月ぶり赤字 5月2034億円 原油など価格上昇 

    輸入17.8％増 輸出14.9％増 対中輸出、2年9カ月ぶり対米を逆転 

  ・韓国、脱原発を推進 新設白紙に 

 

06/20・通貨危機防止へ新協定 IMF、事前審査で資金供給早く 米利上げに対応＜２＞ 

  ・加計開学「首相が期限」 萩生田氏発言の新文書が文科省内に 

 

06/21・米利上げ後に世界株高 低金利・景気拡大が併存 ＜３＞ 

  ・米国産牛肉の輸入許可 中国、外交・安保対話にらむ 

  ・自民党、自衛隊明記へ調整 憲法9条改正の議論開始 

  ・南北会談「年内に条件整備」 韓国文大統領、米テレビで 

  ・フォード、中国で生産 メキシコ移転撤回小型車 政権意向とズレ 

 

06/22・英離脱、強硬を封印 施政演説 移民削減、目標（10万人以下）言及せず 

    単一市場撤退明言せず トランプ氏公式訪英にも言及せず 

  ・米中外交・安保対話で米、中国に対北朝鮮圧力要求 企業取引を抑制 

  ・5月訪日客21％増の229万人 韓国・香港伸びる 

  ・米通商代表「日本、牛肉で譲歩を」 TPP「復帰せず」貿易2国間交渉迫る  

  ・NY原油10か月ぶり安値 米増産基調で1バレル＝42.05ドル 

 

06/23・EU離脱決定1年 英国離れ経済に影 外資、大陸移転探る 

    ポンド安、消費に冷水 消費者物価2.9％上昇、小売り売上高1.2％減 

  ・EU首脳会議（22日ブリュッセル）在英EU市民権利保護     

     約320万人の居住権、年金、医療など メイ首相、離脱交渉で協調姿勢 

 

06/24・EU防衛協力を拡大 首脳会議、基金実現で合意 独仏蜜月が鮮明 ＜４＞ 

  ・日銀、株買い一辺倒 4社に1社で「超安定株主」に ＜５＞ 

    保有総額17兆円 個人の売りを吸収、日経平均2000円ほど押し上げ 予測できぬ出口 

 

06/25・改憲案、秋の臨時国会に 首相表明 スケジュール前倒し ＜６＞ 

  ・日英FTA交渉へ EU離脱後 日欧EPAと同水準に 

  ・日欧EPA 車関税撤廃時期なお溝深く カギ握る農産品は膠着      

 

 



 


